
平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外特第™˜号)官 報
〇
外
務
省
令
第
三
号

外
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
四
号
）
及
び
外
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
外
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

外
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

外
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
外
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
二
人
」
を
「
三
人
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
参
画
す
る
」
を
「
参
画
し
、
一
人
は
、
命

を
受
け
て
、
外
務
省
の
所
掌
に
係
る
経
済
協
力
の
評
価
に
関
す
る
重
要
事
項
（
外
務
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
政
策
の

評
価
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

10

外
交
史
料
館
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
政
令
で
定

め
る
施
設
と
し
て
、
同
法
第
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
管
理
を
行
う

こ
と
。

二

外
交
史
料
を
編
さ
ん
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
調
査
を
行
う
こ
と
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
政
策
企
画
室
」
の
下
に
「
及
び
新
興
国
外
交
推
進
室
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
政
策

企
画
室
」
の
下
に
「
及
び
新
興
国
外
交
推
進
室
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
事
務
」
の
下
に「（
新
興
国
外
交
推
進
室

の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
の
次

に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

新
興
国
外
交
推
進
室
は
、
総
合
的
な
外
交
政
策
又
は
基
本
的
な
外
交
政
策
の
う
ち
新
興
国
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

５

新
興
国
外
交
推
進
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
国
際
テ
ロ
対
策
協
力
室
」
を
「
国
際
安
全
・
治
安
対
策
協
力
室
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
国
際
テ
ロ
対
策
協
力
室
」
を
「
国
際
安
全
・
治
安
対
策
協
力
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

２

国
際
安
全
・
治
安
対
策
協
力
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
際
的
な
テ
ロ
対
策
協
力
及
び
そ
の
他
の
国
際
的
な
治
安
上
の
脅
威
に
係
る
外
交
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関

す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
連
す
る
外
交
政
策
に
関
す
る
事
務
を
総
括
す
る
こ
と
。

三

薬
物
及
び
国
際
的
な
組
織
犯
罪
に
係
る
外
交
政
策
に
関
す
る
こ
と
。

四

薬
物
及
び
国
際
的
な
組
織
犯
罪
に
関
し
、
日
本
国
政
府
を
代
表
し
て
行
う
外
国
政
府
と
の
交
渉
及
び
協
力
に
関

す
る
こ
と
。

五

薬
物
及
び
国
際
的
な
組
織
犯
罪
に
関
し
、
日
本
国
政
府
を
代
表
し
て
行
う
国
際
機
関
等
へ
の
参
加
及
び
国
際
機

関
等
と
の
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

六

薬
物
及
び
国
際
的
な
組
織
犯
罪
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
締
結
の
準
備
及
び
そ
の
実
施
に
関
す
る

こ
と
。

３

国
際
安
全
・
治
安
対
策
協
力
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
四
条

削
除

第
二
十
八
条
を
第
二
十
八
条
の
二
と
し
、
第
二
十
八
条
と
し
て
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
企
画
官
）

第
二
十
八
条

政
策
課
に
、
企
画
官
一
人
を
置
く
。

２

企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
政
策
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す
る
。

第
三
十
七
条
中
「
二
人
」
を
「
一
人
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
見
出
し
中
「
評
価
・
広
報
室
及
び
民
間
援
助
連
携
室
並
び
に
」
を
「
民
間
援
助
連
携
室
及
び
」に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
評
価
・
広
報
室
及
び
民
間
援
助
連
携
室
並
び
に
」
を
「
民
間
援
助
連
携
室
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
第
二
項
と
し
、
第
五
項
を
第
三
項
と
し
、
第
六
項
を
第
四
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
外
務
省
令
第
四
号

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年

法
律
第
九
十
三
号
）
第
十
五
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
子
女
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

子
女
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

子
女
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
外
務
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
条
の
二

大
規
模
な
騒
乱
や
災
害
等
が
発
生
し
て
い
る
地
に
お
い
て
就
学
し
て
い
る
在
外
職
員
の
年
少
子
女
を
、

外
務
大
臣
の
指
示
に
よ
り
、
そ
の
地
か
ら
一
時
退
避
せ
し
め
る
こ
と
と
す
る
場
合
の
子
女
教
育
手
当
の
支
給
に
当
た

つ
て
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
務
大
臣
が
認
め
る
間
、
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
子
女
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
二

月
三
日
か
ら
適
用
す
る
。

〇
外
務
省
令
第
五
号

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年

法
律
第
九
十
三
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
研
修
員
手
当
の
号
の
適
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

研
修
員
手
当
の
号
の
適
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

研
修
員
手
当
の
号
の
適
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
外
務
省
令
第
八
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
号
の
適
用
）

第
一
条

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
別
表
第
三

に
定
め
る
研
修
員
手
当
の
号
の
適
用
は
、
外
務
職
員
の
研
修
に
関
す
る
省
令（
昭
和
二
十
七
年
外
務
省
令
第
十
八
号
）

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
に
お
い
て
研
修
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
表
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
従
い
、
そ
の
者
が
研
修
を
受
け
る
べ
き
研
修
国
又
は
研
修
地
に
対
応
す
る
号
を
適
用
す
る
。
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